
 

第２回横浜市社会教育コーナー指定管理者選定評価委員会 会議録 

日  時 令和３年８月24日（火）14時～16時 

開催場所 横浜市社会教育コーナー 

出 席 者 飯田委員、入江委員、川野委員、小山委員、竹迫委員 

欠 席 者 なし 

開催形態 公開（議題１・３）・一部非公開（傍聴者１名） 

議  題 １ 事務局からの報告事項 

２ 第一次審査（書類審査） 

３ 第二次審査（面接審査） 

４ 最終審査 

５ 指定候補者の選定 

決定事項 指定候補者を以下のとおり選定し、教育長に報告することとした。 

なお、応募団体が１団体だったため、次点候補者はなし。 

指定候補者：特定非営利活動法人夢・コミュニティ・ネットワーク 

審議内容 １ 事務局からの報告事項 

・現地見学会・応募説明会を６月４日に開催し、合計４団体の参加があった。 

・特定非営利活動法人夢・コミュニティ・ネットワークの１団体から応募があり、

応募団体は、欠格事項に該当していないことを確認した。 

なお、応募団体が１団体のみであったため、審査におけるブラインド化の対象

外となる。 

 

２ 第一次審査（書類審査） 

 （非公開） 

   

３ 第二次審査（面接審査） 

応募団体によるプレゼンテーションが行われ、その後、質疑応答があった。 

 

【応募団体：特定非営利活動法人夢・コミュニティ・ネットワーク】 

 

＜主な質疑応答＞ 

 

（委員） 

①インターネット整備は評価できる。支出 143 千円とあるが、５年間続くの

か。 

②修繕費で 350 千円積算しているが、どのようなことを想定しているのか。 

③施設管理は、今まで経験があるのか。 

④今後も色々突発的なことが起こると思うが、危機管理に関して今までの経

験から具体的な取組はあるか。 

（団体） 

①インターネットについては、５年間ではなく初年度の予算として立ててい

る。施設の中の構造によって金額が変わるが、研修室を中心に予算内で出

来る範囲で整備していきたい。 

②修繕費は、応募説明会のときに、現段階では差し迫った箇所はないと聞い

ているが、古い施設なので何らかの形で出てくると想定している。予算内

で収まらないようであれば、市と相談してより良い方法で検討していく。 

③施設管理は、マンションの１室と路面店の１階の管理をしている。 

④危機管理については、防災担当者をたてて消防署とも連携している。年２

回の防災訓練、不審者対策も行っている。 

 



 

（委員） 

生涯学習・社会教育事業を、社会参加、つながりづくり、人材育成の３つの

テーマに分けて取組を進めていくということは理解できるが、継続的に行う

事業は考えているのか。 

（団体） 

初年度に事業へ参加した人は、次年度以降は学習支援者として、実践の場で

力を付けてもらうことを考えている。 

 

（委員） 

社会教育のプロを育てていくという熱意を応募者から感じている。スタッフ

の中に、プロを育成していける力量があり、研修を積んだスタッフもいる、

若しくは育成していくと思うが、スタッフの育成についてはどのように考え

ているか。 

（団体） 

研修計画を作る必要があると思っている。当団体には（令和３年度中に取得

予定の者も含めて）３名の社会教育士がおり、OJT も含めてスタッフ研修を

行っていく。さらに外部研修に参加できるような余裕を持ったローテーショ

ンを組んでいきたい。 

 

（委員） 

アウトリーチについて、大切なことだと思うが、例えば、ある図書館の指定

管理者は、コロナ禍で図書の配送サービスを行い、アウトリーチをした。 

具体的にどのようなアウトリーチを考えているのか。 

（団体） 

施設で待っているだけでなく、職員が外に出向く必要があると思う。例えば

町内会で会の進め方がわからないと言われれば、町内会で出前講座を行うな

ど。他にも、社会教育コーナー利用者だけでなく、18 区で行っている講座

等で、社会教育コーナーに関してのアンケートなどをしていきたい。アウト

リーチで何かをする、アウトリーチで何かを聞くという２つのテーマを考え

ている。 

 

 

４ 最終審査 

  （非公開） 

  

 

５ 指定候補者の選定 

区分 団体名 
得点※/満点[得点率] 

（加減点項目を除く） 

指定候補者 
特定非営利活動法人 

夢・コミュニティ・ネットワーク 
731 点/875 点[83.5％] 

※最低基準（60％）：525 点 

 

特記事項 なし 

 

 


